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第 4 章では，異なる 2 種類の不規則雑音を係数に含む 2 階非線形確率微分方程式について考察を行































(2) 力学モデルとして異なる 2 種類の不規則雑音を係数に含む 2 階非線形確率微分方程式で記述され







(3) さきの(1) ， (2)における白色雑音のかわりに広帯域幅を有する実在の物理雑音係数を含む微分方程










数項には十分大きいパラメータ ε が，また右辺に印加した正規性白色雑音には ..JEが掛かっている
ものとして，この場合の解過程のモーメントの挙動をつぎのような方法で考察している。まず解過
程のモーメントが満たすべき Kolmogorov の後向き方程式を，十分小さいパラメータ μ=11ε2 に関
する摂動法の導入によって一連の双曲型偏微分方程式を解く問題に帰着させることに成功し，これか
らモーメント解の挙動の近似を求める方法を開拓している。その応用として 雑音項を消去したと
きに強非線形の Van der Pol 型微分方程式になる非線形確率微分方程式の解のモーメントの挙動





以上，本論文の中で述べられている(1) ， (2), (3), (4)の研究成果は不規則入力を受ける非線形力学系
の解過程の解明に関して数理工学の進歩発展に寄与するところが大きく，またその応用上の価値も大
きいものと云える。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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